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北
海
道
礼
文
島

◆
は
じ
め
に

　

北
海
道
の
本
土
稚
内
市
の
西
方
五
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
上

に
位
置
す
る
礼
文
島
は
、
周
囲
七
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積

八
一
・
三
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
島
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
レ
プ
ン

シ
リ
（
沖
の
島
）」
に
由
来
す
る
、
水
産
業
と
観
光
産
業
の
島
で
す
。

　

水
産
業
で
は
、
ウ
ニ
や
コ
ン
ブ
、
ホ
ッ
ケ
な
ど
を
は
じ
め
海
の
幸

が
豊
富
で
す
が
、
近
年
、
景
気
の
低
迷
に
加
え
漁
業
者
の
減
少
と
高

齢
化
が
加
速
し
、
就
業
者
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

観
光
産
業
は
、
本
島
固
有
種
の
〝
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
〟
を
は

じ
め
と
す
る
数
百
種
の
可
憐
な
高
山
植
物
が
咲
き
誇
り
、
本
島
西
海

岸
の
奇
岩
や
岬
、
断
崖
絶
壁
を
望
み
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
人

気
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
入
込
数
は
平
成
一
四
年
度
実
績
の

三
〇
万
八
四
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て
減
少
傾
向
が
続
き
、
同

二
四
年
度
で
は
一
三
万
三
九
〇
〇
人（
ピ
ー
ク
時
の
約
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

交
流
拡
大
に
向
け
、

台
湾
で
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施

と
な
り
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
減
少
は
、
礼
文
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
大
き
な
要
因
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
礼
文
島
産
業
活
性
化
事
業

　

本
島
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
「
礼
文
島
産
業

活
性
化
事
業
（
交
流
促
進
事
業
）」
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
離
島
の
地
理
的
特
徴
や
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
、
潜
在
す

る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
観
光
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
と

も
な
い
刺
激
さ
れ
る
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

「
交
流
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
」
は
、
以
下
の
五
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

北
海
道
礼
文
町
総
務
課
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礼文島
稚内

宗谷岬

利尻島

10km



29 しま 239  2014.9

特集  離島活性化交付金

３
．
島
あ
る
き
案
内
事
業

　

�　

島
の
玄
関
口
で
あ
る
香か

深ふ
か

港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
中
心
に

案
内
人
を
配
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ニ
ー
ズ
や
相
談
に
対
応
し

ま
し
た
。

４
．
島
よ
か
っ
た
事
業

　

�　

礼
文
島
を
舞
台
に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
本
島

へ
の
再
訪
に
向
け
た
メ
モ
リ
ア
ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

５
．
島
び
と
発
掘
事
業

　

�　

観
光
事
業
推
進
の
中
心
と
な
る
〝
若
者
〟
や
〝
お
か
み
さ
ん
〟

た
ち
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
事
業
ア
イ
デ
ア

の
発
掘
に
努
め
ま
し
た
。

◆
台
湾
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施 

　（
島
に
く
る
き
っ
か
け
づ
く
り
）

　

交
流
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
の
う
ち
特
筆
し
た
い
の
は
、
台
湾

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
で
す
。

　

北
海
道
へ
の
訪
日
外
国
人
約
七
九
万
人
（
平
成
二
四
年
度
）
の
う
ち
、

台
湾
は
二
八
万
人
と
最
も
多
く
を
占
め
ま
す
。
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
同
国
か
ら
の
訪
日
は
ツ
ア
ー
が
主
体
で
リ
ピ

ー
ト
率
が
高
く
七
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的

に
も
わ
が
国
と
の
交
流
が
長
く
、
ま
た
親
日
家
の
多
い
国
で
す
。
近

年
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
礼
文
島
で
は
ま
だ
ま
だ
外

国
人
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
バ

１
．
島
だ
よ
り
発
信
事
業

　

�　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
雑
誌
掲
載

な
ど〝
礼
文
島
の
魅
力
あ
れ
こ
れ
〟を
、
観
光
協
会
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
中
心
に
随
時
情
報
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
行
会
社

や
航
空
各
社
に
対
し
て
も
随
時
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
観

光
関
連
機
関
な
ど
が
発
信
し
て
い
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
の
掲
出
や
、

各
種
観
光
関
連
誌
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

２
．
島
く
る
き
っ
か
け
づ
く
り
事
業

　

�　

台
湾
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
の
実
施
、
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、
航
空
会
社
と
協
働
し
主
力
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
に
対
す
る
礼
文
島
ツ
ア
ー
の
造
成
や
既
存
商
品
の
Ｐ
Ｒ
強
化
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
ま
し
た
。

礼文島西海岸の名所・桃岩。

パンフレットなどを見せながらエージェントに
商品を説明。



30

ウ
ン
ド
の
始
ま
り
と
し
て
ご
縁
の
深
い
台
湾
が
最
も
マ
ッ
チ
ン
グ
が

良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
礼
文
町
が
単
独
で
開
催
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
て
特
に
興
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
地
域

の
「
食
」
を
中
心
に
定
番
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
宿
泊
面
で
は
価
格
表

を
も
と
に
部
屋
の
説
明
。
食
の
面
で
は
食
堂
の
写
真
メ
ニ
ュ
ー
を
見

せ
な
が
ら
価
格
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
セ
ミ
ナ
ー
を
稚

内
市
と
合
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
、
道
央
・
道
東
の
情
報
は
あ
る
が
、
道
北
は
比
較
的
情

報
が
少
な
く
、
中
で
も
秘

境
・
礼
文
島
の
グ
リ
ー
ン
シ

ー
ズ
ン
へ
の
反
応
は
大
き
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た

だ
、
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

移
動
す
る
た
め
、
稚
内
～
利

尻
・
礼
文
間
の
フ
ェ
リ
ー
運

賃
な
ど
が
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る

事
も
確
か
で
す
。
そ
こ
で
、

高
額
商
品
を
中
心
に
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア

ー
の
催
行
も
依
頼
し
ま
し
た
。

　

統
計
的
に
は
ま
だ
は
っ
き

り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
シ

ー
ズ
ン
は
ツ
ア
ー
を
見
か
け
る
機
会
も
多
く
、
事
業
の
効
果
は
出
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

◆
交
付
金
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て

　

上
述
し
た
事
業
の
展
開
な
ど
に
よ
り
、
観
光
入
込
数
は
、
平
成

二
五
年
度
実
績
で
対
前
年
一
八
〇
〇
人
の
増
加
に
転
じ
、
長
く
続
い

た
観
光
入
込
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

離
島
活
性
化
交
付
金
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
見
合
っ
た
離

島
活
性
化
諸
事
業
の
展
開
や
事
業
内
容
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
本
交
付
金
が
よ
り
活
用

さ
れ
地
域
活
性
化
事
業
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
た
め
に
も
、「
補

助
率
の
嵩
上
げ
」
や
「
補
助
裏
財
源
の
確
保
」、「
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の

柔
軟
な
運
用
」
や
「
支
援
期
間
の
延
長
」
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

礼
文
島
地
域
に
お
い
て
も
、
今
後
さ
ら
に
〝
人
々
が
住
み
続
け
た

い
と
思
う
島
づ
く
り
〟
を
目
指
し
、「
新
た
な
産
業
の
創
出
と
雇
用

の
場
の
拡
大
」
へ
の
取
り
組

み
や
、「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
〝
あ
つ
も
ん
〟
を
活

用
し
た
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
」、「
漁
業

従
事
者
・
後
継
者
支
援
」
な

ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
■

稚内市と合同開催したセミナーと交流会の模様。

礼文町のマスコットキャラクター
「あつもん」。


